１　主題構成表
主題名　「勤勉・努力」（小学校第１学年）　　　　　　　　　　　　　　　資料名 「シロクマのクウ」
	■　内容項目　１－（２）
　自分がやらなければならない勉強や仕事をしっかりと行う。
	
	■　価値の分析
・児童が自立し、よりよく生きていくためには、自分がやらなければならないことは最後までやり抜くことが大切である。そこには、何事にも粘り強く取り組み、努力し続ける忍耐力も求められる。ただし、見通しもなく取り組むのではなく、よりよい自己を実現しようとする向上心と結びついてこそ、前向きな自己の生き方が自覚されてくるといえる。そのためにも、児童がより高い目標を立てたり自分としての夢や希望を掲げたりして、その達成感や実現への志をもち、勇気をもって取り組もうとする態度を養っていくことが大切である。

・この時期の児童は、やらなければならないことを素直に受け入れられることが多い。特に、保護者や教師の励ましや賞賛、助言などをもとに、この時期の基本的な課題である勉強や自分のなすべき仕事を、自分でやるべきこととしてしっかりと行うことができるよう指導する必要がある。また、やり遂げたときの達成感や充実感を味わい、頑張ることができた自分に気付くことができるようにすることが大切である。

	
	■　資料の分析
・本資料では、シロクマのクウが母親と一緒に毎日魚を獲る練習をする。「今日も」「次の日も」「何度も　何度も」とろうとするが、うまくいかず、くじけそうになるが、それを乗り越え、見事自分で魚を獲ることができたという資料である。
・クウの母親に頼ろうとする甘えや、あきらめてしまいたいという弱さに共感させることができる。

・そして、母親の視線に気付き、苦しくても一人前になるにはやり抜くしかないという思いになり、頑張ろうと決意するクウの気持ちに気付かせることができる。

・自分一人で魚を獲ることができ「やった、やったよ」と喜ぶクウの心情に共感させることで

自分のやらなければならないことに気付き、難しくてもあきらめず最後までやり切ったことで味わえる達成感や充実感に気付かせることができる。

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	■　内容項目から見た児童の実態
（意識）
・家庭学習は、学校で学んだことを身に付けるためにやらなければならないことだという意識はある。

・具体的に何をどのようにどの程度やったらよいか分かっていることは、進んで取り組むことができる。

・教師や保護者等にほめられることで取り組むことができる。
・学習内容が少し難しい問題になると、やらずに提出してしまう子がいる。
（要因）
・面倒だと感じられることや難しい問題に直面したとき、あきらめずにやり抜くことで、達成感や充実感を得られることに気付いていない。
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	

	■　ねらい
　自分がやらなければならないことは、人に頼ったりあきらめたりしないでやり抜くことで、達成感や充実感が得られることに気付き、自分で決めたことを最後までやりきろうとする意欲を育てる。

	

	

	
	■　展開の構想
・うまくいかない悲しさやいらだち、母親に甘えたい気持ちに共感させる。
・「あきらめよう。だって・・・」、「がんばろう。だって・・・」という考えの・・・の部分を丁寧に取り上げ、多様な考え方を引き出す。
・自分がやらないと自分が困るから、苦しくても一人前になるにはやり抜くしかないことを知り、頑張ろうと決意するクウの気持ちに気付かせる。
・できたときのうれしい気持ち、自分の成長を実感する気持ち、次も実践したいという気持ちなど、多様な思いがあることに気付かせる。
	
	■基本発問　◎中心発問

○「ねえ、おかあさんとってよ。」と言ったとき、クウはどんな気持ちだったでしょうか。
○「あ―あ・・・。」とすわりこんでしまったとき、クウはどんな気持ちだったのでしょうか。
○クウが「よし！」と立ち上がったとき、心の中でどんなことをつぶやいていたのでしょうか。
◎一人で魚が獲れたとき、クウはどんな気持ちだったのでしょうか。
	

	
	
	
	
	

	


